

大阪体育大学　個人調書（履歴書、教育研究業績書）記載要領

以下に沿って本紙３ページ目以降の所定様式にて、履歴書、研究業績調書等を作成のうえ、その他必要書類と併せて提出してください。
※記入要領の部分（本紙１～２ページ）は提出不要です。
※提出先：
	申請の種類
	提出先（担当部署）

	教員公募
	JREC-IN Portal（庶務部庶務担当）

	教員の学内推薦
	学部長（庶務部庶務担当）

	昇任・専任移行
	学部長（庶務部庶務担当）

	大学院担当者（前期、後期講義、後期研究指導）
	研究科長（教学部大学院事務室）

	非常勤講師（新規、科目追加、科目変更等）
	推薦教員（庶務部庶務担当）



Ⅰ　共通事項
1. 各項目について明確に記載すること。手書きの場合は黒インク又は黒ボールペン等を使用し、楷書体で記載すること。
2. 年月はすべて西暦で記載すること。

Ⅱ　履歴書
1. 生年月日欄の満年齢は、任用希望年月日時点の年齢を記載すること。
2. 学歴欄は、原則として高校卒業以上を記載すること（研究生等も記載すること）。
3. 学位欄は、学位名の次に当該学位を授与した大学名を記載すること。尚、博士の学位を有する場合は、修士の学位名等の記載は省略すること。
　（記載例）　
	学　位
	○○○○年○月
	博士（○○学）　／　○○大学



4. 職歴欄は原則として常勤の場合のみとし、職名等を明確に記入すること。ただし、学歴と職歴を通じて空白となる期間があり、その間に非常勤職としての職歴がある場合には記載すること。
5. 賞罰・処分歴等欄には、公的機関、学会、出版社等からの表彰、又は職務上の表彰や懲戒処分（研究費の不正受給等に係る処分）を記載すること。又、過去に学生に対するセクシュアル・ハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分､若しくは分限処分を受けた場合には、処分の内容及びその具体的な事由を必ず記載すること。
（令和４年１１月２２日付け文部科学省高等教育局長通知に基づき記載を要する事項）
6. 記載欄が不足する場合は別紙を添付すること。



Ⅱ　教育研究業績書
1． 基本事項
1） 著書、学術論文、などの項目にまとめて、当該審査に必要な業績を項目ごとに古いものから順に記載すること。
2） 各項目について特記事項のない場合は「特記事項なし」と記載すること。
3） 当該審査の対象となる主要業績の（著書、学術論文データ等）資料も提出すること。

2． 著書、学術論文等の名称および単著、共著、筆頭等
1） 共著で筆頭者の場合は共（筆頭）と記載すること。 
2） １冊の本を数人で執筆した場合、当該部分は単著であっても「共著」と記載すること。 

3． 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
1） 学会誌等は、その学会と雑誌の名称の他、巻、号まで記載すること。 
2） 著書、論文については、該当のページを記載すること（例：pp.○○～○○）。尚、共著の場合はその分担部分のページ数も記載すること。 

4． 執筆ページ数（総ページ数）
1） 当該業績において、単独で執筆したページ数の合計を記載すること。
2） 共著業績の場合は、本人が執筆したページ数の合計に加えて、当該書籍又は学術論文総ページ数を括弧書きで記載すること。（研究紀要などの論文集については、論文集の総ページ数ではなく、当該学術論文の総ページ数を記載する。）
3） 共同研究等により本人が執筆したページ数の合計が記載できない場合に限り、執筆ページ数の代わりに（抽出不可）と記載し、当該業績の総ページ数を括弧書きで記載すること。

5． 概要
1） 著書、学術論文等の概要を簡潔に記載すること。 
2） 共著の場合は、本人の氏名を含めて著者の氏名を当該著書、学術論文等に記載された順序で記載し、本人の氏名に下線を引くこと。尚､著者が多数の場合は５名程度を記載し､他〇名と記載すること。 
3） 共著の場合は、本人の担当部分を明示すること。 

以上


履歴書
	フ　リ　ガ　ナ
氏　　　名
	

	性別
	
	生年月日
（年齢）
	年　　月　　日　
（満　　歳）
　　年　　月　　日時点　

	現住所
	〒

	連絡先
	TEL：
Mail：

	※以下１・２は「教育職員選考における経験年数及び業績についての運用基準」の「表２経験年数換算表」に代えることができる。

	１．学歴　　　

	年月
	事　　　　　　　　　　項

	
	

	学位
	年 　  月
	

	
	
	

	２．職歴　　　
	※以下、記入不要

	年月
	事　　　　　　　　　　項
	実年月数
	換算率
	換算年数

	
	
	
	
	

	
	

	３．学会及び社会における活動

	年月
	事　　　　　　　　　　項

	
	

	
	

	４．賞罰・処分歴等

	年月
	事　　　　　　　　　　項

	
	



上記のとおり相違ありません。
　　　　　　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　 　　


教育研究業績書

※本様式は「教育職員選考における経験年数及び業績についての運用基準」の「表３業績」に代えることができる。
	年　　月　　日
氏名　　　　　　　　



	教育上の能力に関する事項

	事項
	年月
	概要

	１．教育方法の実践例
	
	

	２．作成した教科書、教材
	
	

	３．教育上の能力に関する大学等の評価
	
	

	４．実務の経験を有する者についての特記事項
	
	

	５．その他
	
	



	職務上の実績に関する事項

	事項
	年月
	概要

	１．資格、免許
	
	

	２．学校現場等での実務経験
	
	

	３．実務の経験を有する者についての特記事項
	
	

	４．その他
	
	



	職務状況に関する事項

	事項
	年月
	概要

	１．担当科目
	
	

	２．担当委員会
（直近２期分）
	
	

	３．指導クラブ
	
	

	４．その他
	
	



注）作成にあたっては、必ず記載要領を参照すること。

	研究業績等

	著書、学術論文、
発表演題等の名称
	単著
共著
筆頭
	発行又は
発表の年月
	出版社、発表雑誌等
又は発表学会等の名称
	執筆ページ数
（総ページ数）
	概要

	（著書）



















（学術論文）























（専門的な雑誌への原稿執筆、実技指導に関する調査報告書、教育実践記録等）















（学会発表、研究講演・発表等）









	
	
	
	
	



	優れた指導実績　又は　優れた競技実績




	教育・社会的活動における特に顕著な業績




上記のとおり相違ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　
年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大阪体育大学（2026.6.1改定・運用開始版）
